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知

訥

と

了

世

中

島

士
'巳♪

郎

高

麗
の
中
期
、
天
台
宗
系

の
念
仏
結
社
と
し
て
万
徳
山
白
蓮
結
社
を
開
い
た
円
妙
国
師
了
世

(
一
一
六
三
～

一
二
四
五
)
は
、
普
照
国

師
知

訥

(
一
一
五
七
～

一
二

一
〇
)
と
と
も
に
時
代
を
代
表
す
る
仏
者

で
あ
る
。
両
者
は
時
代
的
に
も
重
な
り
、
事
実
、
了
世
は
知
訥
の

下
で

一
時
期
を
過
ご
し
て
も
い
る
。
知
訥
と
い
え
ば
華
厳
教
学
を
摂
取
し
て
禅
に
独
自
の
立
場
を
確
立
し
、
当
時
の
禅
宗
の
大
勢
を
批
判

し
て
修
禅
社
運
動
を
展
開
し
た
。

一
方
、
了
世
は
こ
の
知
訥
の
下
で
数
年
を
過
ご
し
た
後
、
天
台
教
学
に
基
づ
い
た
浄
土
信
仰
を
展
開
す

る
。
当
時
、
中
国
南
宋
で
も
、
天
台
宗
は
禅
宗
や
浄
土
教
と
の
融
合
が
進
展
し
て
複
雑
な
様
相
を
見
せ
る
時
代
で
あ

る
。
高
麗
に
あ

っ
て

同
時

代
を
生
き
た
両
者
が
、
や
が
て
挟
を
分
か

つ
決
定
的
な
要
因
は
何

で
あ

っ
た
の
か
。
そ
の
間
の
事
情
を
記
し
た
資
料
は
何
も
残
さ
れ

て
は

い
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
了
世
の
碑
文
や
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
了
世
の
天
台
浄
土
思
想
を
追
跡
し
、
知
訥
と
の
対
比
か

　

ら
、

い
く

つ
か
の
間
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

〈
了
世
の
修
道
体
系
〉

了
世
に
は
現
存
す
る
著
作
が
な
い
。
資
料
と
し
て
は

『
東
文
選
』
巻

=

七
に
崔
滋
撰

　

「万
徳
山
白
蓮
社
円
妙
国
師
碑
銘
」
が
残
さ
れ
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て
い
る
他
は
、
僅
か
に
白
蓮
社
に
関
連
し
て
断
片
的
な
記
録
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
資
料
的
な
追
跡
は
困
難
を
窮
め
る
が
、
碑
文
を
手
が

か
り
に
了
世
の
信
仰
の
履
歴
を
た
ど

っ
て
見
よ
う
。

碑
文

に
依
れ
ば
、
了
世
は
、
字
安
貧
、
父
は
徐
必
中
、
母
も
同
郷

の
徐
氏
で
、
毅
宗
十
七
年

(
=

六
三
)
の
出

生
、
新
繁
県

(慶
尚

南
道
陳

川
郡
)
人
で
あ
る
。
明
宗
四
年

(
=

七
四
)
、
十
二
歳
、
江
陽
天
楽
寺
均
定
下
で
出
家
。
天
台
教
観
を
学
び
、
同
王
十
五
年

(
一

一
八
五
)
、
二
十
二
歳
で
僧
選
に
及
第
し
た
が
そ
の
後
も
、
専
ら
天
台
学
を
深
め
て
数
年
を
過
ご
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
了
世
の
思
想
の
遍
歴
を
考
え
る
上
で
、
最
初
に
重
要
な
の
が
普
照
国
師
知
訥

(曹
渓
牧
牛
子
)
と
の
邊
遁

で
あ
る
。
碑
は
、

承
安
三
年
戊
午
春
、
上
都
設
法
会
干
高
峯
寺
。
〈中
略
〉
是
年
秋
、
与
同
志
十
余
輩
、
遊
歴
名
山
、
初
止
霊
洞
山
長
淵
寺
、
開
堂
演
法
。

　
勤
誘
進
、
講
益
成
瞑
。
時
曹
渓
牧
牛
子
、
在
公
山
会
仏
岬
、
聞
風
暗
契
。
以
偶
寄
師
、
勧
令
修
禅
云
、
波
乱
月
難
顕
、
室
深
灯
更
光
、

勧
君
整
心
器
、
勿
傾
甘
露
漿
。
師
見
而
心
恢
、
径
往
従
之
。

と
あ

っ
て
、
金

の
承
安
三
年
戊
午
春
、
即
ち
神
宗
元
年

(
一
一
九
八
)、
了
世
三
十
六
歳
の
春
、
開
京
高
峯
寺
の
法
會
に
参
じ
、
秋
に
は

霊
洞
山
長
淵
寺
で
開
堂
演
法
し
た
と
あ
る
が
、
丁
度
こ
の
年
に
知
訥
の
書
信
を
受
け
取
る
。
碑
は
知
訥
の
偶
と
し
て
、

「波
乱
月
難
顕

室

深
灯
更
光

勤
君
整
心
器

勿
傾
甘
露
漿
」
と
い
い
、
了
世
に
敢
え
て
厳
し
い
禅

の
道
に
進
む
こ
と
を
勧
奨
し
て
い
る
が
、
了
世
は
し
ば

ら
く
知

訥
の
語
に
従
う
こ
と
を
決
心
す
る
。

時
に
知
訥
は
、
明
宗
二
十
年

(
=

九
〇
)
以
来
、
公
山
居
祖
寺

(慶
北
永
川
郡
)
に
在

っ
て
、
定
慧
社
の
結
成

に
向
け
て
活
動
中

で

あ
り

(『
勧
修
定
慧
結
社
文
』)
、
明
宗
二
十
七
年

(
=

九
七
)、
四
十
歳

の
と
き

一
端
、
智
異
山
上
無
住
庵
に
移

っ
た

が
、
神
宗
三
年

(
一

二
〇
〇
)
に
は
、
全
南
松
廣
山
吉
祥
寺
で
定
慧
結
社
を
結
集

し
て
い
る
。
そ
の
間
も
了
世
碑
の
如
く
、
公
山
他
の
各

地
を
往
来
し
た
の
で

あ
ろ
う

。
知
訥
の
思
想
形
成
か
ら
い

っ
て
も
、
こ
の
時
代
に
李
通
玄

『新
華
厳
論
』
、
宗
密

『都
序
』
を
読
み
、
大
慧
宗
果

(
一
〇
八
八
～

一
一
六
三
)
の

「書
状
」
を
知
る
な
ど
、
短

い
生
涯
の
中

で
完
成
期
を
迎
え
る
と
い
え
る
。
碑
文
は
続
け
て
、

然
為
法
友
、
助
揚
道
化
、
居
数
年
、
牧
牛
子
移
社
於
江
南
、
師
亦
随
而
南
焉
。
自
智
異
山
道
過
南
原
帰
正
寺
、

其
住
持
玄
恪
、
夢
有
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人
告

日
、
明
日
三
生
持
法
華
師
来
、
宜
浄
掃
迎
之
。
主
人
如
教
掃
門
庭
具
殺
僕
以
待
、
師
乗
晩
果
至
。
玄
恪
具
説
所
夢
…
。

と
あ

り
、
了
世
が
知
訥
に
投
じ
て
、
宣
揚
に
協
力
す
る
こ
と
数
年
、
神
宗
三
年

(
一
二
〇
〇
)
、
了
世
三
八
歳
の
と
き
、
知
訥
は
定
慧
社

を
松
広

山
吉
祥
寺
に
移
す
が
、
了
世
も
そ
れ
に
従

っ
た
と
あ
る
。
碑
は
了
世
に
ま

つ
わ
る
法
華
霊
験
讃
を
述

べ
て
将
来
を
予
見
さ
せ
る
が
、

神
宗
三
年
以
降
の
了
世
の
動
向
は
明
確
で
は
な

い
。
や
が
て
知
訥
の
修
禅
社

(定
慧
社
)
を
離
れ

て
、
南
原
帰
正
寺
、
華
藏
寺
、
龍
巌
社

を
遊
歴

し
て
修
行
し
た
ら
し
い
が
、
現
存
資
料
か
ら
は
知
訥
の
下
を
辞
す
る
理
由
は
明
か
に
で
き
な
い
。
そ
し
て
了
世
の
天
台
復
帰
が
決

定
的
と
な
る
煕
宗
四
年

(泰
和
八
年

一
二
〇
入
)
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
碑
文
は
、

泰

和
八
年
戊
辰
春
、
寓
居
月
生
山
薬
師
蘭
若
、
見
渓
山
清
絶
、
堂
宇
頽
妃
、
逼
事
修
葺
。
嘗
宴
坐

一
室
、
陶
神
妙
観
、
忽
自
念
言
、

若
不
発
天
台
妙
解
、
永
明
寿
百
二
十
病
、
何
由
逃
出
。

と
あ

り
、
了
世
が
知
訥
に
参
じ
て
以
来
、
既
に
十
年
が
経
過
し
て
い
た
。
碑
は
、
諸
寺
を
遊
歴
し
、
月
生
山
薬
師
寺
に
留
ま

っ
て
修
行

し
て
い
た
際
、
天
台
の
妙
解
に
依
ら
な
け
れ
ば
永
明
延
寿
の
い
う
百
二
十

の
病
い
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
、
自
ら
悟
る
と
こ
ろ

が
あ

っ
た
と
い
う
。

碑
に
い
う
永
明
寿
百

二
十
病
と
は
、
永
明
延
寿

(九
〇
四
ー
九
七
五
)

の
著

『
唯
心
訣
』
に
列
挙
さ
れ
る
邪
宗
見
解
の
百
二
十
項
目
で

あ
る
。

そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
の
は
例
え
ば
、

取

而
迷
法
性
捨
而
乖
即
真
、
離
而
違
因
即
而
忘
果
、
非
而
誘
実
是
而
鍛
権
、
悪
無
明
而
背
不
動
智
門
、
憎
異
境

而
壊
法
性
三
昧
、
拠

同
理

而
起
増
上
慢
、
既
別
相
而
破
方
便
門

(]りら
Q◎
・㊤㊤
①
9
)

と
い

っ
た
よ
う
に
、
両
辺
分
別
を
用
い
て

一
辺
に
偏
執
す
る
こ
と
の
不
可
能
を
説
き
、
両
辺
を
共
に
超
脱
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
③
了
世

の
延
寿
評
価
は
そ
れ
以
上
探
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
脈
は
了
世
の
止
観
禅
定
中
の
達
悟
と
も
見
え
る
。
了
世

の
い
う
天
台
の
妙
解
も

両
辺
分
別
を
越
え
る
三
観
三
諦
と
い

っ
た
意
味
で
は
な

い
か
。
延
寿
は
周
知

の
如
く
、
禅
を
中
心
に
教
禅
、
禅
浄

の
対
立
を
融
合
さ
せ
る

論
理
を
展
開
し
た
が
、
『
宗
鏡
録
』
の
中
で
も
浄
土
教
に
つ
い
て
は
、
『
観
経
疏
』
や

『十
疑
論
』
を
引
用
し
て
、
事

理
双
修
の
念
仏
を
提
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唱
し
た
。
延
寿
は
、
螺
渓
義
寂

(九

一
九
-
九
八
六
)
か
ら
、
高
麗
僧
宝
雲
義
通

(九

二
七
-
九
八
八
)
を
経

て
知
礼
に
至
る
天
台
宗
山

家
派
の
系
譜
に
も
強
い
思
想
的
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が
、

一
方
、
す
で
に
知
訥
も
禅
家

の
立
場
か
ら
延
寿

の
著
作
を
引
用
す
る
こ
と

頻
繁
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に

『定
慧
結
社
文
』
(
=

九
〇
)
に
も
、
『禅
宗
唯
心
訣
』
や

『
万
善
同
帰
集
』
が
随
所
に
引
か
れ
る
。

た
だ
知
訥
は
禅
家
と
し
て
の
延
寿
の
教
禅

一
致
思
想
に
主
た
る
関
心
を
見
せ
て
お
り
、趙
宋
天
台
家
と
は
自
ず
と
関
心

の
所
在
が
異
な
る
。

〈
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
〉

碑
文

は
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
、

因
自
警
悟
、
及
講
妙
宗
、
至
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
、
不
覚
破
顔
。
自
後
樂
説
妙
宗
、
辮
慧
無
碍
抑
。

更
に

『妙
宗
』
を
講
義
し
て
い
た
了
世
は
、
「是
心
作
仏

是
心
是
仏
」
の
段
に
い
た

っ
て
深
く
心
に
叶
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
、

妙
宗
を
説
く
を
願
い
、
そ
の
理
解
は
自
由
自
在
で
あ

っ
た
と

い
う
。
こ
の

「是
心
作
仏

是
心
是
仏
」
と
は
元
来

『
観
無
量
寿
仏
経
』
の

一
句
で
、
『
観
経
』
に
説
く

「十
六
観
」
の
第
八
観
、
即
ち
初
観
の
日
想
観
に
始
ま
り
、
水
想
、
地
想
、
樹
想
、
八
功
徳
水
想
、
総
観
想
、

華
座
想
を
経

て
、
仏
菩
薩

の
観
想
に
入
る
第
八
観

(像
観
)
に
出
る
。
経
に
、

諸
仏
如
来
は
是
れ
法
界
身
な
り
。

一
切
衆
生
の
心
想
中
に
入
り
た
ま
う
。
是
故
に
汝
等
、
心
に
仏
を
想
う
時
、

是
の
心
即
ち
是
れ
三

十
二
相
八
十
随
形
好
な
り
。
是
の
心
仏
を
作
る
。
是
の
心
、
是
れ
仏
な
り
。
諸
仏
正
遍
知
海
は
、
心
想
よ
り
生
ず

。
(∩門
一N
・ω
らω
鋤
)

と
い
う

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の

『
観
経
』
を
受
け

て
、
智
顕
に
は
浄
土
思
想
に
関
す
る
著
作
と
し
て

『
観
経
疏
』
と

『浄
土
十
疑
論
』
が
知
ら

れ
て
い
る
。
爾
来
、

『
観
経
』
と

『
観
経
疏
』
は
天
台
浄
土
思
想
の
所
依
経
論
と
さ
れ
る
が
、
『浄
土
十
疑
論
』
が
専
ら

口
称
念
仏
を
讃
え

る
の
に
対
し
、
『観

経
疏
』

は
口
称
念
仏
よ
り
も
定
善
を
重
要
視
し
、
観
想
の
念
仏
に
留
ま
ら
ず
、

一
心
三
観
の
理
観

の
念
仏
に
進
む
こ
と
を
念
仏

の
目
標
と

　

す
る
点

で
天
台
教
学
の
正
統
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
末
法
意
識
が
台
頭
し
口
称
念
仏
が
流
行
し
た
北
宋
時
代
に
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は
、
天
台
宗
に
あ

っ
て
智
頻

の

『
観
経
疏
』
を
重
要
視
す
る
立
場
に
も

『観
経
』
を
浄
土
思
想
的
に
再
解
釈
し
た
唐

の
善
導

(六

=
二
ー

六
八

一
)
系
の
浄
土
思
想
と
口
称
念
仏
が
強
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

善
導

の

『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
の
解
釈
は
阿
弥
陀
仏
を
実
在

の
報
身
と
見
、
称
名
念
仏
を
九
品
段
の
散
善
の
中
か
ら
特
に
重
視
し
た
。

善
導

の

『観
経
疏
』
三
に

「是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
を
釈
し
て
云
う
、

是
心
作
仏
と
言
う
は
、
自
の
信
心
に
依
り
て
相
を
縁
ず
る
こ
と
、
作
の
如
し
。
是
心
是
仏
と
言
う
は
、
心
、
能

く
仏
を
想
う
に
、
相

に
依

り
て
仏
身
現
ず
。
即
ち
是
の
心
、
仏
な
り
。
此
の
心
を
離
れ
て
外
に
更
に
異
仏
な
け
れ
ば
な
り

(]りω
刈
。N①
刈
βo
)

善
導

の
理
解

で
は
心
が
そ
の
ま
ま
仏

で
あ
る
の
で
は
な
く
、
想
の
力
に
依

っ
て
仏
身
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
是
心
是
仏
の
意
味
で
あ
る
。

⑥

こ
こ
か
ら
、
「指
方
立
相
」

「称
名
念
仏
」
と
い

っ
た
浄
土
教
思
想
の
根
本
的
な
立
場
溺
生
ま
れ
る
。

元
来
、
『観
無
量
寿
経
』
の
十
六
観
は
外
境
観
で
あ
る
が
、
智
頻

『観
経
疏
』
は
心
観
と
し
て
解
釈
す
る
。
『観
経

』
解
釈

の
基
準
を

こ

の
第

八
像
観
に
置
く
の
が

『
観
経
疏
』
以
来
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
り
、
後
世
、
趙
宋
天
台
学
最
高

の
理
論
家
四
明
知
礼

(九
六
〇
f

一

〇
二
八
)
の

『
観
無
量
寿
経
妙
宗
砂
』
(
一
〇
一
=

以
下

『
妙
宗
砂
』)
も

「是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の

一
段
に
格
別
の
意
義
を
認
め

て

展
開
さ
れ
る
。
こ
の
知
礼

『妙
宗
紗
』
は
、
智
円

『刊
正
記
』
(
一
〇

一
五
)
を
始
め
と
す
る
当
時
の
善
導
流
の
事
相

の
念
仏

の
影
響
を
受

　

け
た

天
台
家
を
批
判
す
る
理
持
の
立
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
撰
述
の
動
機
で
あ

っ
た
と
い
う
。

『
妙
宗
砂
』
巻
四
に
、

空
仮
に
即
す
る
中
を
是
と
名
つ
く
。
則
ち
全
惑
即
智
、
全
障
即
徳
、
故
に
心
是
応
仏
、
心
是
果
仏
な
り
。
故
に
知
ぬ
、
作
是

一
心
に

修
す
れ
ば
乃
ち
不
思
議

の
三
観
、
十
六
観
の
総
体
、

一
経

の
妙
宗
な
り
。
文
は
此

の
中
に
出
で
、
義
は
初
後
に
遍

し
。

(∩門ω
刈
●bOO
O
O)

　

と
、

「是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の

一
段
が
天
台
の
不
思
議

三
観
、
観
経

の
十
六
観
、
更
に
法
華
経

の
要
諦
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
を
知
礼
は

「約
心
観
仏
」
と
呼
び
、
浄
土

の
境
を
自
己
の
心
に
約
し
て
心
中
の
仏
境
を
観
る
こ
と
が

『観
経
』

の
観
法

で
あ
る
と
理

解
し
た

。
こ
こ
に
智
顎

『観
経
疏
』
を
経

て
知
礼

の

『妙
宗
砂
』
に
於

い
て
、
「至
是
心
作
仏

是
心
是
仏
」
の

一
段
を
根
拠
に
念
仏
と
観

⑨

心
を
統

一
し
た

「即
心
念
仏
」
が
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
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結
論
か
ら
い
え
ば
、
知
礼
は

一
貫
し
て
善
導
流

の
浄
土
思
想
に
異
議
を
唱
え
、
そ
の

一
方
で
禅
宗
的
な
唯
心
主
義
と
も
異
な
る
約
心
の

立
場
を
唱
え
て
、
天
台
教
学
の
本
流
を
墨
守
せ
ん
と
努
め
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
が

「即
心
念
仏
」
「約
心
観
仏
」
の
立
場
と
い
う

「是

心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の
解
釈
に
あ
る
こ
と
も
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ

て
、
了
世
碑
に
い
う
妙
宗
と
は
、
先
に

「又
師
屡
夢
智
者
衆
講
妙
宗
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
頻
の
法
華
教
学
、
特
に

『観
経
疏
』

の
こ
と
を
指
す
と
い
え
そ
う
だ
が
、
当
時
、
趙
宋
以
来
の
天
台
学
か
ら

い
っ
て
、
こ
の
妙
宗
と
は
、
四
明
知
礼

(九
六
〇
ー

一
〇

二
八
)
『
妙

宗
砂
』

の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
が
高
栩
晋
説
で
あ
る
。
⑩

『
観
経
』

「是
心
作
仏

是
心
是
仏
」
の

一
段
に

つ
い
て
、
果
た
し
て
碑
に
い
う

「妙
宗
」
が
知
礼

『
妙
宗
砂
』
で
あ
る
か
否
か
、
了
世

の
念
仏
信
仰
の
北且
凧
に

つ
い
て
も
推
理
を
め
ぐ
ら
し
て
み
よ
う
。

こ
の

「是
心
作
仏

是
心
是
仏
」
に
つ
い
て
、
『
観
経
疏
』
は
、

是

心
作
仏
と
は
、
仏
は
本
と
是
れ
無
き
も
、
心
浄
き
溺
故
に
有
り
。
亦
た
此
三
昧
心
に
因
り
て
終
に
作
仏
を
成

す
な
り

と
釈
す
。
こ
の

一
段
を
知
礼

『
妙
宗
砂
』
で
は
、

二
に
是
心
の
下
、
中
の
二
句
を
釈
す
に
二
あ
り
。
初
め
に

「作
」
、
是
れ
別
し
て
明
す
に
二
あ
り
。
初
め
に
能
感
能

成
に
約
し
て

「作
」

を
釈
す
。

「作
」
に
二
義
あ
り
。

一
に
浄
心
能
く
他
方

の
応
仏
を
感
ず
る
故
に
、
「是
心
作
仏
」
と
名
つ
く
。
「仏
本

是
れ
無
し
」
と
言
う

は
、
法
身
は
妙
絶
に
し
て
色
相
迭
相

の
見
有
る
無
き
が
故
に
。
「心
浄
の
故
に
有
り
」
と
は
、
衆
生
の
浄
心
、
業
識

に
依

っ
て
仏

の
法
身

に
薫
ず
。
故
に
勝
応
妙
色

の
相
を
見
る
な
り
。
二
に
三
昧
能
く
己
の
果
仏
を
成
ず
。
故
に

「亦
因
」
等
と
云
ふ
な

り
。
復
た

「是
心
作

仏
」
と
名
つ
く
。
初
め
に
他
仏
を
作
し
、
次
に
己
仏
を
作
す
。
(]
りω刈
●bO
boO
O
)

と
釈
す
。
次

の

「是
心
是
仏
」
は

『観
経
疏
』
で
は
、

是
心
是
仏
と
は
、
向
に
仏
は
本
と
是
れ
無
き
も
、
心
浄
き
が
故
に
有
り
と
聞
き
、
便
ち
条
然
と
し
て
異
有
る
を
謂
う
。
故
に
即
ち
是

と
言
う
は
、
心
外
に
仏
無
く
、
亦
た
仏

の
因
無
き
な
り

(日
ω
刈
μ
㊤
b。
げ
)
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と
云
う
。
『
妙
宗
砂
』
で
は
、
「是
心
是
仏
」
を
釈
し
て
、

是
に
亦
た

二
義
あ
り
。

一
に
心
即
応
仏
、
故
に
是
心
是
仏
と
名
つ
く
。
向
に
聞
く
等
と
は
仏
体
無
相
、
心
感
ず

る
が
故
に
有
り
。
是

れ
則
ち
心
仏
及
び
有
無
条
然
永
異
を
以
て
、
経
は
此
見
を
混
す
。
故
に
心
是
れ
応
仏
、
心
外
無
仏
と

い
う
。
二
に
は
、
心
即
ち
果
仏
、

故
に
是
心
是
仏
と
名
つ
く
。
即
ち
亦
た
無
仏
之
因

一
句
也
。
既
に
心
是
れ
果
仏
な
る
が
故
に
、
能
く
三
昧
を
成
す

の
因
無
き
な
り
。
衆

生
心
中
に
巳
に
如
来
の
結
蜘
鉄
坐
す
る
有
り
。
堂
に
当
来
し
て
方
め
て
果
仏
を
成
す
を
待
た
ん
。

(]りω
刈
。NN
O
び
)

初
は
是
れ
応
仏
、
二
は
是
れ
果
仏
。
此
れ
乃
ち
経
疏
の
文
を
消
釈
す
。
若
し
作
是
の
義
を
論
ず
れ
ば
、
即
ち
不
思
議
三
観
な
り
。
何

と
な
れ
ば
、
心
作
仏
を
明
す
を
以
て
の
故
に
、
性
徳
自
然
に
し
て
仏
有
る
に
非
ざ
る
を
顯
す
。
心
是
仏
を
明
す
を
以
て
の
故
に
、
修
徳

の
因
縁
、
仏
を
成
す
に
非
ざ
る
を
顯
す
。
応
に
知
る
べ
し
外
道

の
諸
句
、
三
教
四
門
の
所
有
る
思
議
は
、
因
縁
及
び
自
然
性
を
出
で
ず
。

(同
)

是
心
作
仏
は
応
仏
、
是
心
是
仏
は
果
仏
で
あ
る
が
、
作
是
は
不
思
議
三
観
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
心
作
仏
と
は
仏

が
生
来
自
然
に
備
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
心
是
仏
は
修
行
得
果
の
因
果
で
も
な
い
こ
と
を
表
す
。
自
然
生
、
因
縁
生
は
外
道

の
論
理
で
あ

る
。
作
是
が
三
観
で
あ
る
と
は
、
続
け
て
い
う
、

復
た
作
是
を
以
て
三
観
を
顕
す
。
若
し
は
破
、
若
し
は
立
を
以
て
皆
名
づ
け
て
作
と
為
す
は
、
空
仮
の
二
観
な
り
。
不
破
不
立
、
之

を
名
づ
け
て
是
と
為
す
は
中
道

の
観
な
り
。
全
是
に
し
て
作
な
れ
ば
即
ち
三
諦
倶
に
破
し
、
三
諦
倶
に
立
す
る
を
、

一
空

一
切
空
と
名

づ
け
、

一
仮

一
切
仮
と
名
つ
く
る
な
り
。
全
作
に
し
て
是
な
れ
ば
則
ち
三
諦
に
於

て
倶
に
非
破
非
立
な
る
を

一
中

一
切
中
と
名
つ
く
る

な

り
。
中
に
即
し
て
空
仮
な
る
を
作
と
名
つ
く
。
既
に
三
惑
を
破
し
、
能
く
三
法
を
立
す
る
故
に
、
他
仏
三
身

の
円
応
を
感
じ
、
能
く

我

心
、
三
身

の
当
果
を
成
ず
。
空
仮
に
即
す
る
中
を
是
と
名
つ
く
。
則
ち
全
惑
即
智
、
全
障
即
徳
、
故
に
心
是
応
仏

、
心
是
果
仏
な
り
。

故

に
知
ぬ
、
作
是

一
心
に
修
す
れ
ば
乃
ち
不
思
議
の
三
観
、
十
六
観

の
総
体
、

一
経
の
妙
宗
な
り
。
文
は
此
の
中

に
出
で
、
義
は
初
後

に
遍
し
。
(]
りω刈
・N
N
OO
)
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以
上

の

一
段
は
確
か
に
知
礼

の
天
台
教
学
に
と

っ
て
の
中
心
的
問
題
の

一
つ
と
な
る
が
、
高
論
文
で
は
、
そ
の
意
義
に

つ
い
て
、

「感

応
道
交

(是
心
作
仏
)
に
よ

っ
て
他
仏
に
依
拠
し
た
他
力
信
仰
が
成
立
す
れ
ば
、
解
入
相
応

(是
心
是
仏
)
に
よ

っ
て
、
自
力
開

悟
の
唯

心
観
が
成
立
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
不
思
議

三
観
に
ま
で
深
ま
る
も
の
で
も
あ
る
。
」
「徹
底
し
た
凡
夫
意
識
に
必
然
的
に

随
伴
す

る
他
力
信
仰
的
な
口
称
念
仏
を
、
天
台
の
円
頓
止
観
と
調
和
さ
せ
る
理
論
的
根
拠
を
了
世
は
、
こ
の

一
段
に
発
見
し
た
と
見
ね
ば

⑫

な
ら
な

い
。」

(原
韓
文
)
と
い
う
。

確
か

に
、
知
礼

『
宗
妙
砂
』
は
、
「作
是

の
論
理
」
に
独
自
の
解
釈
を
以
て
し
て
、
こ
れ
を

「観
ず
る
こ
と
に
よ

っ
て
天
台
の
根
本
の
観

　

法
で
あ

る
空
仮
中
の
三
観
が
成
就
さ
れ
る
と
い
う
。
知
礼
は
こ
う
し
た
念
仏
の
あ
り
方
を

「即
心
念
仏
」
と
よ
ん
だ
」

の
で
あ
る
。
高
論

文
の
指
摘
は
、
結
論
的
に
は
確
か
に
そ
う
な
の
だ
が
、
知
礼

の
作
是
の
論
理
は
、
そ
こ
に
是
心
作
仏

(感
応
道
交
)
か
ら
是
心
是
仏

(解

入
相
応
)

へ
と
観
心
の
階
梯
に
進
展
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
即
ち
、
『妙
宗
砂
』
巻
四
の
第
八
仏
菩
薩
像
観
に
い
う
、

疏
は
三
義
に
約
し
て
此

の
経
文
を
釈
す
。
初
は
初
の
八
句
を
釈
す
、

二
は
、
初
に

「感
応
道
交
」
に
約
し
て
釈
し
、
二
、
初
め
仏
、

生
心
に
入
る
を
明
す
。

「報
仏
法
性
身
」
と
は
、
始
覚
を
満
足
す
る
を
名
づ
け
て
報
仏
と
為
す
。
本
覚
を
究
顕
す
る
を
法
性
身
と
名
つ
く
。

始
本
既
に
冥
す
れ
ば
能
く
応
、
用
を
起
す
。
然
も
能
感
を
須
て
、
応
方
に
現
前
す
。
今

三
観
浄
心
の
念
仏
を
論
じ
て
方
に
能
感
と
名
つ

く
。
故
に

「衆
生
心
浄
な
れ
ば
法
身
自
在
」
と
云
う
。
此
の
二
の
道
交
、
是
れ
を
入
の
義
と
為
す
。
復
た

「白
日
升

天
」
を
以
て
始

の

本
に
似
る
を
喩
う
。
「影

の
百
川
に
現
ず
る
」
は
、
応
の
浄
想
に
入
る
に
喩
う
。

(日
ω
S
Nb。O
o)

二
に
始
学
の
下
、
作
是
共
釈
、
二
あ
り
。
初
め
に
始
終
に
約
し
て
釈
す
。
若
し
六
即
を
論
ず
れ
ば
、
皆
作
、
皆
是
な
り
。
今
修
証
を

弁
ず
れ
ば
、
作
と
是
と
を
分

つ
須
し
。
始
め
は
則
ち
名
字
、
観
行
、
相
似
の
三
位
、
修
し
て
而
も
未
だ
証
せ
ざ
る
故
に
且
く
作
と
名
つ

く
。
終
り
は
則
ち
分
証
、
究
尭
な
り
。
任
運
の
真
覚
な
れ
ば
、
名
づ
け
て
是
と
為
す
を
得
。
意
は
濫
を
挾
ぶ
に
存
り
。
故
に
此

の
釈
有

り
。

(ハ門
ω
刈
●卜obの
OO
)

　

と
い
う
こ
の

一
段
が
六
即
を
以
て
説
明
し
て
も
、修
謹
を
考
え
る
場
合
に
は
作
と
是
は
段
階

の
相
違
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
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知
礼

『妙
宗
砂
』
に
お
け
る
念
仏
は
決
し
て
下
品
の
凡
夫
衆
生
に
依
拠
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
高
論
文
が

い
う
よ
う
な
徹
底

し
た
凡
夫
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
称
名
念
仏
、
浄
土
信
仰
が
果
た
し
て
知
礼

の
浄
土
思
想
に
妥
当
す

る
か
ど
う
か
。

元
来
、
知
礼
の
師
に
あ
た
る
宝
雲
義
通

(九
三

一
-
九
八
八
)
は
浄
土
願
生
の
念
仏
者
と
し
て
夙
に
有
名
で
、
自
ら

『
天
台
観
経
疏
記
』

を
撰
述

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(『
仏
祖
統
紀
』
巻
八
)
知
礼
は

『
妙
宗
砂
』
の
序
で
そ
の
義
通
に
言
及
し
て
、

「良

以
民
物
情
深
適
時
智

巧
。
故
多
談
事
相
、
少
時
観
門
」

(目
ω
刈
・目り
α
)
と
、
天
台
の
教
学
が
下
凡
の
縁
種
を
対
象
と
し
て
観
想
や
称
名
を
念
仏

と
理
解
す
る
事
相

(浄
土

教
)
に
傾
斜
し
て
い
る
様
を
嘆
じ
て
お
り
、
『
妙
宗
砂
』
の
撰
述
動
機
も

『観
経
』
理
解
の
訂
正
を
目
指
し
た
と
さ
れ
、
知
礼
は

『妙

宗
砂
』

で
は
理
観
を
目
標
と
し
て
、
称
名
念
仏
に
高

い
評
価
を
与
え
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
又
既
に

『
妙
宗
砂
』
以
前

、
知
礼
は

『
観
経

融
心
解

』
(
一
〇

一
四

『
教
行
録
』
所
収
)
に
お
い
て
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
の
作
是
の
論
理
を
取
り
上
げ
、

一
心
三
観
と
円
融
三
諦
が
十

六
観

の
共
通
の
本
質
で
あ
る
か
ら
、
心
外
無
仏
、
仏
外
無
心
、
円
教
の
事
理
不
二
の
立
場
か
ら
は
理
観
念
仏
と
事
観
念

仏
は
矛
盾
し
な
い

と
説
い
て
、
徹
底
し
た
観
想
と
理
観
の
念
仏
を
天
台
浄
土
の
伝
統
で
あ
る
と
主
張
し
、
浄
土
教
の
口
称
念
仏
を
排
撃

す
る
立
場
に
立

っ
た

　

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ

は

『
妙
宗
砂
』

の
序
文
に
も
継
承
さ
れ
、
当
時
の
天
台
家

の

『観
経
』
解
釈
が
事
相
に
偏

っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
知

礼
と
し
て
は
、
称
名
と
観
想
か
ら
な
る
事
相
の
念
仏
か
ら
理
観
を
本
質
と
す
る
念
仏

へ
、
『観
経
』
解
釈
を
天
台
正
統

の
立
場
で
是
正
し
よ

う
と
し
た

の
で
あ
り
、
知
礼
の
念
仏
、
浄
土
思
想
は
、
凡
夫
意
識
に
必
然
的
に
随
伴
す
る
他
力
信
仰
的
な
口
称
念
仏

の
こ
と
で
は
な
か

っ

た
。
『
妙
宗
砂
』
だ
、
称
名
念
仏
に
は
低

い
評
価
か
与
え
て
い
な

い
よ
う
に
、
天
台
の
円
教
は
事
理
不
二
で
あ
り
、
禅

(唯
心
法
界
)
、
浄

(事
相
念
仏
)
を
共
に
批
判
す
る
論
理
な
の
で
あ
る
。

了
世
も
又
、
是
心
作
仏
の

一
段
に
強
い
啓
発
を
受
け
た

こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
で
は
了
世
は
、
高
栩
晋
説

の
よ
う

に
知
礼

『
妙
宗
砂
』

の
影
響

で
天
台
念
仏
に
回
帰
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
も

っ
と
端
的
に
、
善
導

の
影
響
を
受
け
た
口
称
念
仏
系
の

『
観
経
』
解
釈
に
立
脚

し
た

の
か
。
了
世

の
晩
年
に
お
け
る
念
仏

の
実
践
、
あ
る
い
は

『法
華

三
昧
…臓
儀
』
の
実
践
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
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〈白
蓮

結
社
と
法
華

三
昧
〉

了
世

の
碑
文
は
即
心
作
仏
、
即
心
是
仏

の
段
に
続
け
て
い
う
、

額
衆
修
臓
、
懇
至
精
猛
、
日
礼
五
十
三
仏
十

二
遍
、
錐
祈
寒
酷
署
、
未
嘗
解
倦
、
禅
流
号
為
徐
臓
悔
。

了
世
は
、
そ
の
後
も
臓
悔
行
を
実
践
し
、
日
に
五
十
三
仏
を
十
二
遍
拝
し
、
当
時
の
禅
者
か
ら
は
徐
臓
悔
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
五
十

三
仏
と

は

『
過
去
荘
厳
劫
千
仏
名
経
』
に
付
す
三
劫
三
千
仏
縁
起
に
、
三
劫
三
千
仏
が
因
位
に
於
い
て
聞
持
せ
る
仏
名
号
に
五
十
三
あ
る

の
意
味

で
あ
り
、
『
仏
名
経
』
の
随
所
に
臓
悔
文
を
挿
入
し
て
い
る
。
ま
た

『無
量
寿
経
』
に
も
五
十
三
仏
は
説
か
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
了

世
が
何

処
に
根
拠
を
見
い
だ
し
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な

い
が
、
禅
家

の
中
傷
を
呼
ぶ
ほ
ど

の
勇
猛
精
進

で
あ

っ
た

と
い
う
。

そ
の
後
、
崔
引
等

の
請
で
沈
津
県

(全
南
康
津
郡
)
南
海
山
万
徳
山
古
基
に
伽
藍
を
開
創
。
煕
宗
七
年

(
一
二

=

)
、
四
九
歳
の
と
き

万
徳
寺

を
開
創
、
高
宗
三
年

(
一
二

一
六
)
、
五
四
歳
、
万
徳
寺
落
成
法
会
、
白
蓮
社
と
し
た
。
同
八
年

(
一
二
二

一
)
、
五
九
歳
、
白
蓮

由
に
道

場
を
開
く
。
碑
は
了
世
が
法
華
三
大
部
節
要
を
著
し
、
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
が
今
日
に
伝
わ

っ
て
い
な

い
。
同
十
年

(
一
二

　

二
三
)
、
六

一
歳
万
徳
寺
に
帰
り
道
場
を
開
く
。
同
十
五
年

(
一
二
二
八
)、
六
六
歳
、

こ
の
こ
ろ
儒
者
数
人
が
得
度
す
る
。
天
因
、
天
碩

(
一
二
〇
五
-

一
二
四
八
)
等
後
の
白
蓮
社
の
中
心
人
物
が
了
世
の
下
に
投
じ
た
。
ま
た

了
世
の
碑
文
に
は
続
け
て
、

以
壬
辰
夏
四
月
入
日
、
始
結
普
賢
道
場
、
修
法
華

三
昧
、
求
生
浄
土
、

一
依
天
台
三
昧
儀
、
長
年
修
法
華
臓
、
前
後
勧
発
諦
是
経
者

千
余
。
指
受
四
衆
之
請
遊
化
、
然
縁
僅
三
十
妙
、
手
度
弟
子
三
十
有
八
人
、
凡
創
伽
藍
並
蘭
若
五
所
、
王
公
大
人
牧
伯
県
宰
尊
卑
、
四

衆
題
名
入
社
者
三
百
余
人
、
至
於
展
転
相
教
、
聞

一
句

一
偶
、
遠
結
妙
因
者
不
可
勝
数
。

と

い
う
語
句
が
見
え
る
。
壬
辰
即
ち
、
高
宗
十
九
年

(
一
二
三
二
)
夏
四
月
八
日
、
七
十
歳
に
な

っ
た
了
世
は
南
海
山
万
徳
山
の
古
基

に
普
賢
道
揚
を
開
い
た
。
こ
の
普
賢
道
場
で
、
法
華
三
昧
を
修
し
、
浄
土
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
『
天
台
三
昧
儀

』
に
依

っ
て
法
華
臓

法
を
行

じ
た
と
い
う
。

碑
文

に
い
う

「法
華
三
昧
」
と
は
、
『法
華
経
』
第

二
十
四
妙
音
菩
薩
品
に
で
る
三
昧
で
あ
る
。
こ
の
法
華
三
昧
は

『
摩
詞
止
観
』
と
の
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関
連

で
い
え
ば
、
半
行
半
坐
三
昧
に
相
当
す
る
。
即
ち
、
『摩
詞
止
観
』
の
第

一
大
意
章
の
五
略
の
第
二
修
大
行
に
明
か
さ
れ
る
四
種
三
昧

の
内
、
第
三
の
半
行
半
坐
三
昧
と
い
う
修
行
法
は
、
『大
方
等
陀
羅
尼
経
』
の

「方
等
三
昧
」
、
あ
る
い
は

『
法
華
経

』
の

「法
華
三
昧
」

　

が
相
当
す
る
と
い
う
も
の
で
、
『
法
華
三
昧
行
法

(繊
儀
)
』
の
十
種
の
修
行
法
を
所
依
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
法
華

三
昧

が

『
摩
詞
止
観
』
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
確
か
に
こ
れ
は
了
世
の
後
継
者

で
あ
る
天
因
の
記
録

の
内

に
も
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
即
ち
、

　

静
明
天
因

「祭
先
師
円
妙
国
師
文
」
に
、

率
箭
玄
呂
、
善
誘
循
循
、
半
行
半
坐
、
旧
制
是
遵
。
十
乗
軌
行
、
三
観
陶
神
、
深
入
三
昧
、
精
修
日
親
。

と
あ

っ
て
、
了
世
が
修
行
者
を
よ
く
指
導
し
、
半
行
半
坐
三
昧
を
以
て
旧
制
を
よ
く
守

っ
た
。
十
乗
、
三
観
で
修

行
し
て
深
く
三
昧
に

入

っ
て
日
々
の
修
行
に
努
め
た
、
と

い
う
語
句
が
見
え
る
。　

更
に
今

一
つ
は
、
静
明
天
因

「初
入
院
祝
令
寿
斎
疏
文
」
で
、

況
当
此
旦
啓
六
時
半
坐
半
行

蓋
為
我
公
薦
五
福

日
康
日
寿

皇
傾
微
懇

敢
励
精
修
。

前

後
の
文
意
は
、
古
院
に
入
り
、
講
壇
を
開
き
、
修
行
者
を
集
め
て
夏
安
居
を
設
け
、
昼
は
教
理
を
説
き
、
夜
は
禅
観
を
修
行
し
た
。

六
時

の
半
行
半
坐
を
修
し
、
武
臣
政
権
の
実
権
者
晋
陽
公

(崔
璃
)

の
長
寿
を
祈
願
し
た
と
い
う
も
の
で
、
や
は
り
半
行
半
坐
の
法
華

三

昧
を
以
て
し
た
と
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
、
半
行
半
坐

の
法
華
三
昧
が
了
世
の
普
段
の
行
法
と
し
て
実
践
さ
れ
た
の
だ
が
、
十
乗
、
三
観
と
い

っ
た
語
も
両
文
に
見

え
る
。
十
乗
は
観
不
思
議
境
以
下
の
十
乗

の
観
心
法
、
三
観
は
空
仮
中
の
三
観
と
、
天
台
の
観
法
の
典
型
で
あ
ろ
う

し
、
旧
制
と
は
、
天

台

の

『
立
制
法
』、
六
時
は

『法
華
三
昧
行
法
』
に
い
う
六
時
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

『摩

詞
止
観
』
に
い
う
法
華
三
昧
は
、
智
頻

の
別
行
本

『
天
台
三
昧
儀

(法
華
三
昧
熾
儀
)
』
(日
心9
り
α9
罐
)
に
依

っ
て
普
賢
の
色
身
を
見
、

釈
迦

、
及
び
諸
仏
を
見
、
罪
障
を
滅
し
て
現
身
に
菩
薩

の
正
位
を
得
ん
為
に
修
さ
れ
る
半
行
半
坐
三
昧
で
あ
る
。
法
華
三
昧
は

「法
華
俄
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法
」
「
法
華
臓
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
臓
悔
滅
罪
を
主
と
す
る
と
い
う
が
、
こ
こ
に
い
う
臓
法
は
律
に
い
う
よ
う
な

臓
悔
と
は
区
別
さ
れ

　

る
儀
礼

で
あ

っ
て
、
臓
悔
は
む
し
ろ
行
法
と
し
て
の
空
観
と
い
う
に
等
し
い
。

了
世

の
普
賢
道
場
は
碑
文
に
、

師
自
遁
影
山
林
五
十
年
、
未
嘗
踏
京
華
塵
土
、
未
嘗
親
導
郷
党
親
戚
事
。
性
小
縁
飾
、
純
厚
正
直
、
目
不
邪
視

、
言
不
妄
発
、
夜
不

柄
灯
燭
寝
無
褥
、
所
為
檀
襯
、
悉
頒
施
貧
乏
、
方
丈
中
唯
三
衣

一
鉢
而
巳
。
毎
禅
観
諦
授
之
余
、
議
法
華

一
部
、
念
准
提
神
呪

一
千
遍
、

弥
陀
仏
号

一
万
声
、
以
為
日
課
。

と
あ

る
よ
う
に
、
了
世
は
山
居
し
て
以
来
五
十
年
の
間
、
都
に
上
る
こ
と
も
な
く
、
常
に
禅
観
を
修
し
、
法
華
経

を
諦
し
、
准
提
神
呪

を

一
千

遍
念
じ
、
弥
陀
仏
号
を
唱
え
る
こ
と

一
万
声
を
も

っ
て
、
目
課
と
し
た
と

い
う
。

最
後

に
碑
は
了
世

の
示
寂
の
様
子
を
伝
え
て
、
高
宗
三
二
年

(
一
二
四
五
)
四
月
、
後
事
を
天
因
に
託
し
て
別
院

に
退
居
す
る
。
そ
し

て
、

薫
然
坐
忘
、
恵
求
西
遙
、
是
年
六
月
晦
日
斎
時
、
呼
監
院
告
言
、
老
僧
今
日
困
署
口
爽
、
小
有
遠
行
信
速
、
為
我
造
竹
禅
床
来
。
床

成
、
謂
諸
老
宿
日
、
此
床
挙
措
軽
便
、
試
坐
須
有
快
所
。
至
七
月
三
日
、
就
客
室
示
微
疾
、
僑
臥
唱
云
、
諸
法
実
相
、
清
浄
湛
然
、
言

之
者
失
理
示
之
者
乖
宗
、
吾
宗
法
華

一
大
事
、
随
分
妙
解
唯
此
而
巳
。
又
唱

「元
暁
澄
性
歌
」
云
、
法
界
身
相
難
思
議
、
寂
然
無
為
無

不
為
。
至
以
順
彼
仏
身
心
、
故
必
不
獲
已
生
彼
国
、
毎
坐
臥
褒
唱
念
不
較
、
至
六
日
、
燥
浴
更
衣
坐
定
。

と
い
う
。

嘗

て
智
頻
は
示
寂
に
際
し
て
、
「吾
れ
常
に
四
種
三
昧
を
説
く
、
是
れ
汝
が
明
導
な
り
」
(↓
αρ
一り
Oげ
)
と
教
え
る

一
方
で
、
語
り
お
わ

る
や
、
右
脇
を
西
に
向

っ
て
臥
し
、
専
ら
弥
陀
般
若
観
音
と
称
え
、
二
部

の
経
を
唱
え
た
後
に
法
華
経
を
聞
思
聴
し

て
讃
じ
、
ま
た
無
量

寿
経
を
聴
い
て
讃
じ
云
々

(]
り切
O●HO
O
鋤
)
と
い
い
、
ま
た

『法
華
三
昧
臓
儀
』
に
も

「至
心
発
願
す
、
命
終

の
時
精
神
乱
れ
ず
、
正
念
に

　

し
て
直
ち
に
安
養
に
往
生
し
、
弥
陀
に
面
奉
し
て
衆
聖
に
値
ん
こ
と
を
願
う
」
(]りら①
.㊤
切Q◎ぴ
)
と
あ
る
よ
う
に
、
智
頻
自
身
が
、
優
れ
た
理
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論
家

で
あ
る

一
方
、
西
方
浄
土
を
欣
求
す
る
信
仰
や
阿
弥
陀
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
来

見
て
き
た
と
こ
ろ
了
世

の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
法
華
行
者
の
実
践
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

了
世
の
生
涯
変
わ
ら

な
い
姿
勢
で
あ

っ
た

こ
と
が
、
次

の

一
段
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
即
ち
、

天
因
問
云
、
臨
終
在
定
、
之
心
即
是
浄
土
、
更
欲
何
之
。
師
云
不
動
此
念
、
当
所
現
前
、
我
不
去
而
去
、
彼
不
来

而
来
、
感
応
道
交
、

実

非
心
外
。
言
詑
即
飲
念
、
然
印
如
入
禅
定
、
就
視
之
已
化
　
。
享
齢
八
十
三
、
臓
七
十
、
顔
色
鮮
白
異
常
、
手
足
柔
軟
、
頭
頂
久
媛
。

こ
の
臨
終
ま
ぎ
わ
の
天
因
と

の
問
答
で
、
了
世
は
は

っ
き
り
と
浄
土
が
今
の

一
念
に
現
前
し
て
い
る
、
彼
我
感
応
道
交

の
不
思
議
も
心

　

外
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。
高
論
文
も
、
知
礼
の

「約
心
観
仏
説
」

の
精
神
が
よ
く
表
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で

は
あ

る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
は
高
論
文
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
他
力
信
仰
的
な
浄
土
思
想
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
上
来
検
討
し
て
き
た
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
単
な
る
念
仏
者
で
は
な
い
、
法
華
行
者
の
面
目
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
了
世
の
浄
土
信
仰
の
背
景
に
知
礼
を
見
る
場
合
、
そ
の
浄
土
念
仏
思
想
は
天
台
独
自

の
唯
心
浄
土

を
中
心
に
据
え
、
善

導
以
来
の
称
名
念
仏
、
他
土
浄
土
と
は

一
線
を
画
す
る
も
の
に
な
り
、
高
論
文

の
結
論
と
は
い
さ
さ
か
齪
齪
を
来
す

こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

了
世
は
天
台
系
浄
土
念
仏
行
者
と
い
う
よ
り
依
然
、
法
華
行
者
の
印
象
が
強
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
了
世
は
高
宗
三
二
年

(
一
二
四
五
)
、
八
三
歳
で
入
寂
す
る
。
高
宗
か
ら
禅
師
号
を
賜
り
、
円
妙
国
師
と
詮
号
さ
れ
た
。

〈知
訥
の
修
道
体
系
〉

で
は
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
帰
ろ
う
。
了
世
は
い
か
な
る
理
由
で
知
訥
の
運
動
と
挟
を
分
か

っ
た

の
で
あ
る
か
。
す
で
に
い
ち
早
く
、

高
麗

の
知
訥
は
、
当
時

の
禅
教
対
立
下
の
仏
教
に
華
厳
教
学
や
圭
峰
宗
密
、
永
明
延
寿
の
強
い
影
響
を
受
け

つ
つ
独
自
の
立
場
を
構
築
し

た
。

そ
れ
は

『観
無
量
寿
経
』
や

四
明
知
礼

の
天
台
学
の
影
響
と
は
異
な
る
禅
の
立
場
か
ら
、
や
は
り
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
の
語
を
め

ぐ

っ
て
了
世
に
先
行
す
る
思
索
が
展
開
さ
れ

て
い
た
。
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知
訥

に
は

『
念
仏
要
門
』
と
い
う
小
篇
が
伝
世
さ
れ
る
が
、
真
撰
と
見
な
さ
な
い
の
那
通
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
ま
は
知
訥
の

『
勧
修

定
慧
結
社
文
』
に
限

っ
て
、
知
訥
の
浄
土
念
仏
に
対
す
る
態
度
を
見
て
お
こ
う
。
『
結
社
文
』
に
い
う
、

此
内
外
相
資
中
、
有

二
種
人
所
願
各
異
。
或
有
悲
願
重
者
、
於
此
世
界
不
厭
生
死
、
自
利
利
他
、
増
長
悲
智
、
求
大
菩
薩
。
所
生
之

処
、

見
仏
聞
法
、
以
之
為
願
也
。
此
人
不
別
求
浄
土
、
亦
無
逢
難
退
失
之
患
。
或
有
浄
糠
、
苦
楽
、
欣
厭
心
重
者

、
所
修
定
慧
及
諸
善

根
、

回
向
願
求
生
彼
世
界
、
見
仏
聞
法
速
成
不
退
、
却
来
度
生
。
以
之
為
願
也
。
此
人
意
謂
、
錐
専
内
照
、
忍
力

未
成
。
留
此
稼
土
逢

諸
苦

難
、
恐
有
退
失
之
患
。
此
内
外
相
資
二
種
人
志
願
、
深
譜
聖
教
、
皆
有
道
理
。
此
中
求
生
浄
土
者
、
於
明
静
性
中
、
有
定
慧
之
功
、

慧
契
彼
仏
内
証
境
界
。
故
望
彼
但
称
名
号
、
憶
想
尊
容
、
希
望
往
生
者
優
劣
可
知
　
。
(韓
国
仏
経
全
書
巻
四
、
七
〇
四
下
-
以
下
径

と

略
記
)

こ
こ
で
知
訥
は
二
種
類
の
修
行
者
に
分
け

て
、
今
生
に
生
死
を
厭
わ
な
い
願
力
強
固
な
者
と
、
浄
稼
、
苦
楽
、
欣

厭
と

い
っ
た
分
別
が

あ
る
が
、
定
慧
を
修
し
て
彼
土
に
願
生
す
る
も
の
を
分
け
る
。
前
者
に
比
し
て
後
者
は
ま
だ
力
量
に
不
足
が
あ
る
が
そ
れ
で
も

一
定
の
定

慧
の
功

が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
は
、
但
だ
ま

っ
た
く

の
称
名
念
仏
し
て
、
浄
土
往
生
を
願
う
者
と
は
は

っ
き
り
区
別

で
き
る
と
い

っ
て
い

る
。
知

訥
は

つ
ま
り
、
三
分
類
で
も

っ
て
禅
に
対
し
、
単
な
る
念
仏
者
と
の
中
間
に
ま
さ
し
く
天
台
浄
土
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。

『結

社
文
』

の
最
後
の
問
答
も
、

問
、
今
時
行
者
、
錐
専
定
慧
、
多
分
道
力
未
充
。
若
也
不
求
浄
土
、
留
此
稼
方
、
逢
諸
苦
難
、
恐
成
退
失
。

即
ち
、
今
の
修
行
者
は
定
慧
を
修
す
る
と
い
っ
て
も
道
力
が
不
充
分
で
あ
り
、
浄
土
を
求
め
ず
に
此
土
に
留
ま

っ
て
は
諸
苦
に
逢
え
ば

お
そ
ら
く
信
心
を
喪
失
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
と
い
う
、
浄
土
往
生
に
関
す
る
問
い
に
知
訥
溺
答
え
る
の
だ
が
、

答
、
此
亦
各
在
当
人
、
不
可

一
例
取
之
。
若
是
大
心
衆
生
、
依
此
最
上
乗
法
門
、
決
定
信
解
四
大
如
泡
幻
六
塵
似
空
花
、
自
心
是
仏

心
、
自
性
是
法
性
、
従
本
以
来
、
煩
悩
性
自
離
、
怪
怪
直
然
怪
怪
、
歴
歴
直
然
歴
歴
。
依
此
解
而
修
者
、
錐
有
無
始
習
気
、
以
無
依
住
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智
治
之
、
還
是
本
智
、
不
伏
不
断
。
錐
有
方
便
三
昧
、
離
昏
散
之
功
、
以
知
縁
慮
分
別
、
是
真
性
中
縁
起
、
故
任
性
浄
而
無
取
摂
之
相
、

錐
渉
外
縁
違
順
之
境
、
為
了
唯
心
、
無
自
他
能
所
。
故
愛
憎
唄
喜
任
運
不
生
。
如
是
任
法
、
調
治
習
気
、
使
称
理
智
増
明
、
随
縁
利
物
、

行
菩
薩
道
、
錐
所
三
界
内
、
無
非
法
性
浄
土
。
錐
経
歳
月
、
体
不
離
時
、
任
大
悲
智
、
以
法
随
縁
。
故
此
人
、
錐

不
如
上
古
過
量
人
、

一
超
登
位
、
具
足
通
力
者

然
以
夙
植
善
根
、種
性
猛
利
、深
信
自
心
本
来
寂
用
自
在
、性
無
更
改
。故
於
諸
世
難
無
有

退
失
之
患
。

(内
膳
1

δ
害

)

知
訥
は
、
最
上
乗
法
門
に
依

っ
て
空
理
を
理
解
し
、
自
心
是
れ
仏
心
、
自
性
是
れ
法
性
に
し
て
、
本
よ
り
煩
悩
の
性
自
ら
離
れ
る
を
、

信
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
に
依

っ
て
修
す
る
者
は
、
ま
だ
習
気
を
払
拭
で
き
な
く
て
も
、
す
で
に
本
智

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
に

任
し
て
、
習
気
を
調
治
し
て
理
智
に
帰
着
さ
せ
、
縁
に
随

っ
て
益

々
菩
薩
道
を
行
え
ば
、
三
界
内
に
あ

っ
て
も
法
性
浄
土
で
あ
る
と
、
い

わ
ゆ
る
頓
悟
漸
修
の
過
程
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
次

の

一
段
で
は
、
智
顕
の
臨
終
句
、
『
維
摩
経
』
の
浄
心
浄
土
説
、
『
六
祖
壇
経
』
や
、

　

永
明
延
寿

の
唯
心
浄
土
説
を
引
い
た
後
、

如
上
仏
祖
所
説
、
求
生
浄
土
之
旨
、
皆
不
離
自
心
。
未
審
、
離
自
心
源
、
従
何
趣
入
。
(囚
ら
i
刈8
①
)

と
、
智
顕
も
含
め
て
仏
祖
が
唯
心
浄
土
説
を
唱
え
た
こ
と
を
力
説
す
る
。
さ
ら
に
続
け
て
知
訥
は
、
延
寿
の

『
万
善
同
帰
集
』
に
倣

っ

て

『如
来
不
思
議
境
界
経
』
を
引

い
て
三
界
唯
心
、
唯
心
浄
土
を
い
い
、
や
は
り
昨
今

の
行
者
が
、
全
く
の
事
相
浄

土
に
堕
し
て
し
ま

っ

　

て
い
る
こ
と
を
嘆
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
引
用
さ
れ
る
の
が
、
天
台
山
外
派
の
念
仏
家
で
あ

っ
た
孤
山
智
円

(九
七
七
-

一
〇
二
二
)
の

『
阿
弥
陀
経

　

疏
序
』

(
一
〇
二

一
)
で
あ
る
。
こ
の
智
円
に
対
す
る
知
訥
の
評
価
は
、

予
謂

(智
)
円
師
深
知
吾
仏
善
権
本
末
者
也
。
今
引
繁
文

庶
使
今
時
求
浄
土
者
、
知
仏
意
而
修
之
、
不
柾
用
功
耳
。
知
仏
意
者
、

錐
念

仏
名
勲
求
往
生
、
知
彼
仏
境
荘
厳
等
事
、
無
来
無
去
、
唯
依
心
現
、
不
離
真
如
、
念
念
之
中
、
離
於
昏
散
、
等
於
定
慧
、
不
違
明

静
之
性
、
則
分
毫
不
隔
、
感
応
道
交
、
如
水
澄
月
現
、
鏡
浄
影
分
。
(国
心
-
刈
8
0
)



智
円
は
、
深
く
仏

の
方
便
の
真
意
を
知
る
も
の
で
あ
り
、
繁
文
を
引
い
て
今
時

の
浄
土
を
求
め
る
者
た
ち
の
信
仰

と
修
行
を
誤
ら
せ
な

い
よ
う

に
努
め
る
の
で
あ
る
、
本
当
の
仏
意
を
知
る
者
は
、
浄
土
と
は
、
無
来
無
去
、
た
だ
心
に
依
り
て
現
わ
れ
、
真
如
を
離
れ
な
い
こ

と
を
知

り
、
感
応
道
交

の
不
思
議
は
、
水
と
月

の
如
く
、
鏡
と
影
の
如
く
分
か
ち
難
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
云
々
と

。
こ
こ
で
知
訥
は
孤

山
智
円

に
対
し
非
常
に
高

い
評
価
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
知
訥
は
先
に
見
た

一
段
で
も
、
天
台
系

の
浄
土
信
仰
、
念
仏

に

一
定

の
評
価
を
与
え

て
い
た
が
、
智
円
の
評
価
も
先
の
延
寿
の
浄
土
思
想
の
延
長
上
に
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
智
円
こ
そ

曇
鶯
大
師
を
深
く
思
慕
し

『観
経
疏
刊
正
記
』
(
一
〇

一
五
)
を
著
し
て
、
天
台
浄
土
思
想
を
唯
心
法
界
説
と
し
て
展
開
し
た
そ
の
人
で
あ

り
、
知
訥
も
や
は
り
唯
心
浄
土
説
を
方
便
と
し
て
承
認
す
る
意
味
で
智
円
を
評
価
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
智
円
を
始
め
と
す
る
山

外
派

の
浄
土
思
想
が
、
実
は
知
礼

『妙
宗
砂
』
の
批
判
対
象
で
も
あ

っ
た
の
は
既
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
勧
了
世
が
知
礼
教
学
の
継
承
者

で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
知
訥
と
の
分
岐
点
も
正
に
こ
の
点
に
存
在
し
た
の
で
は
な

い
か
。
了
世
に
と

っ
て
は
、
知
訥

の
禅
宗
は
正
に
知
礼

の
批
判

し
た
禅
家
の
唯
心
的
傾
向
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。
禅
で
は
、
た
と
え
浄
土
を
認
め
て
も
せ
い
ぜ

い
唯
心
浄

土
に
し
か
す
ぎ
な
い

点
こ
そ
、
最
大
の
不
満
で
あ

っ
た
。
知
訥
の
論
理
も
、
天
台
浄
土
を
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
評
価
は
禅
家

の
勝
義

に
対
し
て
、
あ
く
ま

で
第
二
義
的

で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
了
世
の
禅
家
批
判
は
記
録
に
は
残
さ
れ
て
い
な

い
が
、
天
台
、
特
に
知

礼
教
学
か
ら
す
る

禅
に
対
す
る
不
満
の
所
在
か
ら
も
知
訥
に
対
す
る
態
度
も
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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〈知
訥
と
了
世
〉

知
礼
に
は
所
謂

「縁
理
断
九
の
過
」
と

い
う
禅
宗
批
判
が
存
在
し
た
が
、
南
宋
の
天
台
学
は
知
礼
以
後
の
山
家
学
派
と
い
え
ど
も
、
禅

浄
二
宗

と
の
融
合
が
進
ん
だ
時
代
で
あ

っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
南
屏
系
の
慧
覚
斎
玉

(?
1

一
一
二
七
)
の
門
人
清
修
法
久

(?
ー

一

　

一
六
三
)
は
、
大
慧
宗
果

(
一
〇
八
九
ー

=

六
三
)
に
参
じ
て
強

い
影
響
を
受
け
、
反
対
に
知
礼
批
判
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。

了
世

の
詳
し
い
行
実
や
思
想
が
不
明
で
あ
る
現
在
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
知
訥
と
了
世
の
関
係
も
当
時
の
南
宋

の
趨
勢
を
前
提
と
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し
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
知
訥
は
延
寿
を
初
め
と
す
る
宗
代

の
仏
教
教
学
に
も
造
詣
が
深
か

っ
た
し
、
と
り
わ

け
大
慧
の
看
話
禅

を
独
自

に
摂
取
し
た
禅
者
で
あ

っ
た
。
先

の
法
久
の
如
く
了
世
は
そ
の
よ
う
な
知
訥
に
強

い
関
心
を
抱
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
で
は
、
了
世

が
普
照
禅
か
ら
天
台
思
想
に
回
帰
し
た
決
定
的
契
機
は
、
何
で
あ

っ
た
か
。

高
論
文
は
、
知
訥
と
了
世
の
根
本
的
差
異
と
し
て
、
衆
生
の
機
根
に
対
す
る
意
識
の
相
違
を
あ
げ
た
。
即
ち
、
「知

訥
の
定
慧
結
社
は
最

小
限
の
知
解
力
を
持
ち
、
自
ら
発
心
で
き
る
殊
勝
な
根
機
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
了
世
は
衆
生
を
そ
の
よ
う

に
は
見
な

い
。
罪
障

ゆ

深
厚
で
自
力
で
は
と
う

て
い
解
脱
で
き
な
い
脆
弱
な
凡
夫
と
意
識
し
た

の
で
あ
る
」

(原
韓
文
)
と
。

知
訥
は
、
知
解
を
も

っ
て
自
ら
発
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
が
前
提
で
あ
る
が
、
了
世
は
罪
障
深
厚
に
し
て
自
力
で
は
発
心
謹
悟
で

き
な

い
凡
夫
衆
生
を
対
象
と
し
た
の
で
あ
り
、
了
世
は
必
然
的
に
臓
悔
滅
罪
、
他
力
浄
土
に
向
か
う
の
で
あ
り
、
戯
悔
滅
罪
の
行
と
し
て

「法
華

三
昧
俄
」
が
選
ば
れ
た

の
だ
と
。
し
か
し
、
高
論
文
の
了
世
に
関
す
る
理
解
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
も
は
や
前
提
と
す
る
こ
と
は
で

き
な

い
。

知
訥
は
確
か
に
李
通
玄
の

『
華
厳
論
』
を
引
い
て
浄
土
念
仏
を
不
了
義
と
断
じ
、
権
学
方
便
の
説
に
は
依
る
べ
き

で
は
な
い
と
断
言
す

　

る
。
し
か
し
そ
れ
は
了
義
経
に
依
る
か
ら
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
了
義
経
は
根
機
を
問
わ
な

い
と
い
う
意

味
で
、
殊
勝
な
根
機

を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

知
訥
は

『結
社
文
』
に
お
い
て
法
性
浄
土
を
認
め
る
。
し
か
し
依
然
、
方
便
門
を
離
れ
て
い
な
い
の
も
確
か
で
あ
る
。

一
方
、
知
礼
教
学

は
、
強

い
禅
宗
批
判
が
存
在
す
る
が
、

一
方
で
善
導
流
の
事
相
念
仏
を
も
強
く
批
判
す
る
。
知
礼
教
学
に
と

っ
て
浄

土
念
仏
は
、
強
烈
な

臓
悔
道
が
実
践
さ
れ
た
と
し
て
も
単
な
る
凡
夫
衆
生
の
為
の
下
根
の
易
行
道

で
は
な

い
。
『融
心
解
』
に
も
、

然
今
論
妙
観
、
是
経
本
宗
。
須
就
上
根
克
論
正
行
。
故
如
上
説
也
。
(A弓ら
①
。Q◎
①QO
①
)

と

い
う
。
ま
ず
何
よ
り
知
礼

の
教
学
は
当
代
の
最
高

の
理
論
水
準
を
誇

っ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
煩
環
哲
学
と
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
禅
浄

　

を
共
に
批
判
す
る
天
台
為
主
の
教
学
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
礼
教
学

の
影
響
が
了
世
に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
高
論
文
の
結
論
の
よ
う
に
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は
了
世

の
実
践
を
単
な
る
念
仏
臓
悔
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
白
蓮
社
の
普
賢
道
場
と
は
法
華
経
普
賢
品
に
立
脚
す
る
法
華
三
昧
に
依

っ

て
、
戯
悔
滅
罪
し
普
賢
菩
薩
に
直
達
せ
ん
と
す
る
、
ま
さ
し
く
そ
の
法
華
三
昧

の
道
場
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
願
生
浄
土
と
い
っ
て
も
あ
く

ま
で
、
事
理
不
二
の
立
場
を
離
れ
な
い
。
依
然
と
し
て
観
経
の
目
的
は
円
融
三
諦
の
理
を
観
得
す
る
に
あ
る
。

了
世

の
天
台
宗
の
宗
要
は
、
知
礼
の
教
学
を
摂
取
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
天
台
の
伝
統
教
学
を
踏
ま
え
た

『法
華

三
昧
』
、
法
華
臓
法
を

中
心
と
す
る
修
道

の
体
系
で
あ

っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
浄
土
教

の
影
響
を
受
け
た
と
い

っ
て
も
単
に
願
生
浄
土
の
為
の
称
名
念

仏
で
あ

っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
は
天
台

『摩
詞
止
観
』
と
は
異
な

っ
た
印
象
を
見
せ
る
が
、
や
は
り
知
礼
を
経
た
後
の
天

台
法
華
行
の
正
当
な
継
承

の

一
面
を
見
せ
る
と

い
え
る
。
了
世
と
し
て
は
、
そ
こ
に
知
訥
と
禅
宗
の
唯
心
主
義
的
な
浄
土
理
解
(法
性
浄
土
)

　

と
、
そ

の
対
極
に
あ
る
称
名
念
仏

(他
土
浄
土
)
信
仰
を
併
せ
て
批
判
的
に
克
服
す
る
天
台
の
実
践
的
課
題
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か

し
、
疑
問
点
も
ま
だ
残
り
、
了
世
の
信
仰
が
知
礼
教
学
で
隈
無
く
理
解
で
き
る
と
は
到
底

い
え
な

い
。
南
宋

に
入

っ
て
か
ら
も
天

台
家

の
浄
土
信
仰
は
盛
ん
で
あ
り
、
知
礼
の
後
輩
に
あ
た
る
慈
雲
遵
式

(九
六
三
-

一
〇
三
二
)
は
、
山
家
派
に
属

し
た
が
、
般
舟

三
昧

を
修

し
、
『観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
に
よ

っ
て
観
想
と
口
称
の
念
仏
を
修
め
た
。
遵
式

の
後
継
者
で
知
礼
の
門
人
で
も
あ

っ
た
神
照
本
如

(九

八
二
ー

一
〇
五

一
)
は
、
慶
暦
二
年

(
一
〇
四
二
)
、
盧
山
慧
遠
の
故
事
に
な
ら

っ
て
白
蓮
社
を
結
び
、
門
下
に
神
悟
処
謙

(
一
〇
〇
〇
1

一
〇
七

五
)
、
法
真
処
威

(
一
〇

一
六
i

一
〇
八
六
)
、
櫨
巷
有
厳

(
一
〇
二
〇
1

=

〇

一
)
等
は
西
方
願
生
の
信
仰
を
鼓
吹
し
た
と
い

　

う
。
特

に
本
如
は
了
世
と
の
類
似
点
も
含
め
て
再
検
討
す
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

修
禅
社
と
白
蓮
社
と

い
う
高
麗
中
期
の
二
つ
結
社
運
動
は
、
文
字
通
り
広
く
道
俗
を
結
集
し
た
が
、
両
者
は
複
雑

に
交
錯
す
る
仏
教
思

想

の
中

で
、
時
代
の
思
想
的
要
請
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
。
禅
と
浄
土
、
華
厳
と
天
台
、
看
話
禅
と
念
仏
等
そ
の
立
場
を
め
ぐ

っ
て
知

訥
と
了
世
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
対
照
を
な
す
。
と
り
わ
け
了
世
は
若
く
し
て
天
台
学
を
修
め
た
が
、
複
雑
な
思
想
的
影
響
関
係
を
経

て
き
た

趙
宋
天
台
を
受
け
て
、
ひ
と
き
わ
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
知
訥
に
参
じ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
の
後
も
、
了
世

下
で
得
度
し
た
白
蓮

　

社
第
二
世

静
明
国
師
天
因

(
一
〇
二
五
～
四
八
)
は
、
や
は
り
修
禅
社
第
二
世
慧
謳
に
禅
を
学
ん
で
い
る
。
修
禅
社
と
白
蓮
結
社

の
思
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想
的
影
響
関
係
は
、
ま
だ
尚
不
明
な
点
が
多

い
。

注
①
韓
国
に
お
け
る
主
な
研
究
を
列
挙
す
る
と

李 徐 韓 同 同 同 高

栩
晋

永 閏 基
子 吉 斗

 

②

『朝
鮮
金
石
総
覧
』
巻
上

③
高山

口

④
安
藤

同
⑤
安
藤

俊 光 栩
雄 円 晋

 

俊
雄

⑥
末
木
文
美
士

⑦
安
藤

俊
雄

⑧
末
木
文
美
士

円
妙
國
師
潮
白
蓮
結
社
斗
ユ
思
想
的
動
機

(仏
教
学
報
15
輯

一
六
七
八
)
暑

●HO㊤
山
NO

白
蓮
結
社
釧
思
想
伝
統
斗
天
碩
潮
著
述
問
題

(仏
教
学
報
16
輯

一
九
七
九
)
》
O

・H
一㊤肖
①刈

『高
麗
撰
述
仏
教
文
献
釧
研
究
』
(民
族
社

一
九
八
七
)

円
妙
国
師
了
世
斗
白
蓮
結
社

(『韓
国
天
台
思
想
研
究
』
東
国
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

一
九
八
三
)

高
麗
仏
教
斜
結
社
運
動

(『崇
山
朴
吉
真
博
士
華
甲
紀
念

韓
国
仏
教
思
想
史
』)
O
づ
ひ
弩
面
。。ω

高
麗
天
台
斗
密
教
斗
浄
土
思
想

(『韓
国
浄
土
思
想
研
究
』
東
国
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

一
九
八
五
)

天
因
釧
法
華
俄
法
釧
展
開

(『韓
国
天
台
思
想
研
究
』
東
国
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

一
九
八
三
)

『韓
国
天
台
思
想
潮
展
開
』
(民
族
社

一
九
八
八
)

『東
文
選
』
民
族
文
化
推
進
会
編
本

(景
仁
文
化
社

一
九
六
六
)
第
四
巻

(復
刊

亜
細
亜
文
化
社
)
ロ
O
U
O
O面
Oω

円
妙
国
師
了
世
斗
白
蓮
結
社

(『韓
国
天
台
思
想
研
究
』
)
署

b
目
-曽
ω

『
天
台
浄
土
教
史
』
(法
藏
館

一
九
六
七
)
弓
一逡

参
照
。

『
天
台
学

根
本
思
想
と
そ
の
展
開
』
(平
楽
寺
書
店

一
九
六
八
)
蕊
b。

『
天
台
学
論
宗

止
観
と
浄
土
』
(平
楽
寺
書
店

一
九
七
五
)
b
NO

前
掲
『
天
台
学
』
O
。。
刈。。

『仏
教
-
言
葉
の
思
想
史
1
』
(岩
波
書
店

一
九
九
六
)
冒
曽
。。

前
掲
『
天
台
学
論
集
』
娼
娼
も。O-刈

『前
掲
同
書
』
冒
N
嵩

O
b
.一お

-一
認
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⑯

耽
津

縣
有
信

士

崔
彪
崔

弘

李
仁

閲
等

、

往
図

之
、
師
往

見

而
肯
之

。

告

成

、
設
法

会

以
落
成

、

偶
抜

一
石

、

大
開
道

場

。

⑰
池

田
魯

参

「『
摩

詞

止
観
』

と
法

華

三
昧
」

(『
天
台
大

師
研

究
』

天
台

学
会

一
九

九

七
)
冨

O
b。

⑱

『
東
文

選
』

巻

一
〇

九
祭

文
、
『
万
徳

寺
誌

』
巻

三

(亜
細

亜
文

化
社

一
九
七
七

)
冒
。。
O

⑲

『
東
文

選
』

巻

=

一
疏

、
『
万
徳

寺

誌
』

巻

三

(
亜
細

亜

文
化

社

一
九

七
七
)

b
㊤
ど

b
O
曽

P
曽
ω

李

永

子

「前

掲

論
文
」

(『
韓

国

天
台

思
想

研
究

』
)
冒
b
b
O
O。
～
b。
δ

⑳

池

田

魯
参

「前

掲
論

文
」

宮

O
μ

李
永

子

「前

掲
論

文
」
冨

㊤
。。

⑳

佐
藤

哲
英

『
天
台
大

師

の
研
究

』

(百
華

苑

一
九
六

一
)

O
①
μ

山

口
光
円

『
天
台
浄

土
経

史
』

(法

藏
館

一
九

六
七

)
b
一
〇
。。

⑳

高

翔

晋

「前

掲
論

文
」

鳥

ω
り

⑳

『
韓

国
仏

教
撰

述

文
献
総

録
』

(仏

教
文

化
研

究
所

一
九

七

六
)
宮

H
。。

⑳

智
者

大

師
臨
終

謂

門
人

日
、
火

車
相

現
、

一
念

改
悔

者
、
猶

能

往
生

、
況
戒

定
慧

薫
修

行
道

力

、
功

不
唐
指

。
浄

名
経

云

、
欲
浄

仏
土

⑨
末
木
文
美
士

『鎌
倉
仏
教
形
成
論
』
(法
藏
館

一
九
九
入
)
O
ω
置

⑩
高

栩
晋

「前
掲
論
文
」
(『韓
国
天
台
思
想
研
究
』
)
等
注
①
論
文
。

⑪
末
木
文
美
士

注
⑥
同
書
蕊
嵩

⑫
高

栩
晋

「前
掲
論
文
」
(『韓
国
天
台
思
想
研
究
』
)
づ
O
b
ω①
-。。

安
藤

俊
雄

前
掲
『天
台
学
』
b
O
.ω
刈○。
山
○。O

⑬
末
木
文
美
士

『浄
土
仏
教
の
思
想
二

観
無
量
寿
経
』
(講
談
社

一
九
九
二
)
宮
。。一

⑭
安
藤

俊
雄

前
掲
『天
台
学
論
集
』
b
O
・一罐
μ
OO

⑮
安
藤

俊
雄

前
掲
『天
台
学
論
集
』
窓

』
H-b。ど
皐
宅

来
謁
師
日
、
今
法
侶
漸
盛
、
山
居
甚
陰
。
吾
郡
南
海
山
側
、
有
古
万
徳
寺
基
、
地
位
清
勝
、
可
創
伽
藍
。
蓋

以
大
安
三
年
辛
未
春
、
矢
厭
謀
、
命
門
人
元
螢
之
湛
法
安
等
幹
事
、
募
工
営
構
、
凡
立
屋
八
十
余
間
。
至
貞
祐
四
年
秋

九
年
春
、
帯
方
守
ト
章
漢
、
聞
師
道
韻
、
請
以
管
内
白
蓮
山
為
道
場
、
師
率
其
徒
往
焉
。
見
其
地
阻
且
無
水
、
意
欲
径
還
、

清
泉
忽
送
、
乃
異
之
留
数
年
。
十

一
年
癸
未
、
崔
彪
等
奉
書
請
云
、
本
社
法
錘
久
慶
、
不
可
雲
遊
、
誠
請
再
三
、
故
幡
然
取
道
而
還
、

当
浄
其
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心
、
随
其
心
浄
、
即
仏
土
浄
。
法
宝
記
壇
経
云
、
心
地
但
無
不
浄
、
西
方
去
此
不
遠
、
性
起
不
浄
之
心
、
何
仏
即
来
迎
請
。
寿
禅
師
云
、
識
心
方
生

唯
心
浄
土
、
着
境
只
堕
所
縁
境
中
。

(国
軒
『O
α鋤
)

⑳

如
来
不
思
議
境
界
経
云

〈中
略
〉
此
其
証
也
。
以
此
而
推
、
錐
不
念
仏
求
生
、
但
了
唯
心
随
順
観
察
、
自
然
生
彼
必
定
無
疑
。
近
世
多
有
義
学
沙

門
、
捨
命
求
道
皆
着
外
相
、
面
向
西
方
揚
声
喚
仏
、
以
為
道
行
。
前
来
学
習
発
明
心
地
、
仏
祖
秘
訣
以
、
謂
名
利
之
学
、
亦
謂
非
分
境
界
、
終
不
掛

懐
、

一
時
棄
去
。
既
棄
修
心
之
秘
訣
、
不
識
返
照
之
功
能
。
徒
將
聡
慧
之
心
、
虚
用
平
生
之
力
、
背
心
取
相
、
謂
依
聖
教
。
諸
有
智
者

豊
不
痛
傷
。

(囚
心-刈8
ぴ
)

⑳

孤
山
智
円
法
師
、
阿
弥
陀
経
疏
序
云
、
夫
心
性
之
為
体
也
、
明
乎
静
乎

一
而
己
　
。
無
凡
聖
焉
、
無
依
正
焉
、
無
延
促
焉
、
無
浄
稼
焉
。
及
其
感

物
而
動
、
随
縁
而
変
、
則
為
六
凡
焉
、
為
四
聖
焉
、
有
依
焉
、
有
正
焉
。
依
正
既
作
、
則
身
寿
有
延
促
　
、
国
土
有
浄
稼
　
。
吾
仏
大
聖
人
、
得
明

静
之

一
者
也
。
乃
仮
道
於
慈
、
託
宿
於
悲
、
将
欲
殴
群
迷
、
使
復
其
本
。
於
是
乎
無
身
而
示
身
、
無
土
而
示
土
、
延
其
寿
浄
其
土
偉
其
欣
、

促
其

寿
稼
其
土
偉
其
厭
。
既
欣
且
厭
、
則
漸
諭
之
策
行
　
云
云
。
(囚
ら
1
刈8
び
)

⑳
安
藤

俊
雄

前
掲

『
天
台
学
論
宗
』
宮
O
ド、
同

『
天
台
学
』
℃
ω
ミ
、
同

『天
台
思
想
史
』
O
お
。。
、
山
口
光
円

『
天
台
浄
土
教
史
』
筥
。。。。、
福
島

光
哉

『宋
代
天
台
浄
土
教
の
研
究
』
O
O
も。㊤も
H
Hb。等
参
照
。

⑳
安
藤

俊
雄

前
掲
『
天
台
学
』
ロ
O
・ω
鳶
山

⑳
高

翔
晋

「前
掲
論
文
」
(『
天
台
思
想
研
究
』)
葛
b。ど
注
①
徐
閏
吉
論
文

(O
ロ
・ド濠
肖
欝
)
も
同
趣
旨
。

⑳

華
厳
論
云
、
此

一
乗
教
門
、
以
根
本
智
、
為
所
成
、
名

一
切
智
乗
。
十
方
世
界
、
量
同
虚
空
、
為
仏
境
界
故
、

一
切
諸
仏
及
以
衆
生
所
有
心
境
、

互
相
参
入
、
如
影
重
々
、
不
説
有
仏
無
仏
世
界
、
不
説
有
像
法
末
法
、
如
是
時
分
、
常
是
仏
興
、
常
是
正
法
、
此
乃
了
義
経
。
但
説
有
此
方
稼
土
、

別
方
浄
土
、
有
仏
無
仏
処
所
、
及
像
法
末
法
、
皆
為
不
了
義
経
。
〈中
略
〉
先
聖
教
旨
如
斯
、
量
敢
造
次
、
軌
有
浪
陳
。
誓
遵
了
義
懇
苦
之
言
、

不
依
権
学
方
便
之
説
。
(囚
軒
①O
Q。げ
)

⑳
安
藤

俊
雄

前
掲
『
天
台
学
論
集
』
ロ
や
一逡
-一①O

⑫
福
島

光
哉

前
掲
『宋
代
天
台
浄
土
教
の
研
究
』
宮
Hb。

⑯
安
藤

俊
雄

前
掲
『
天
台
学
』
O
ω
。。卜。

⑭

『東
文
選
』
巻
83

「万
徳
山
白
蓮
社
静
明
国
師
詩
集
序
」


